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し1大船地区社会福祉協議会だより第50号(2023年2月1日発行）

。

<連絡先〉

鎌倉市大船2－1－26大船支所内

0467－45－7711③

社協だより50号発刊を記念して11 ◆区社協だより50号に寄せて N繩"iu

大船地区社会福祉協議会会長

伊勢拓人

この度、大船地区社協だより

の発行が50号を迎えることと
なり、これまで､原稿執筆編集・

発行に携わってこられた皆様に

深く感謝申し上げます。

これからも地域の大切な情報紙として継続されること

を祈念しております。

大船地区社協は発足してから64年を迎えており、

今まで地域福祉の向上の為､種々活動を重ねてきました。

これも地域の方々の暖かいご支援があったからこそだと

思っています。ありがとうございます。

今私たちは、健康に楽しく過ごしていける地域を

創造するために、 “外出・交流の促進により健康生活を
延ばすまち「大船」に向けて”をスローガンとして、

色々な新たな活動を検討しています。順次皆様にご案内
いたしますので一緒に活動していきましょう。今後とも

皆様のご支援をお願いし挨拶とさせて頂きます。

鎌倉市社会福祉協議会会長

兵藤芳朗

大船地区社会福祉協議会

だより『おおふな』50号の刊行

を祝し、関係者の皆様に深く

敬意を表します。

鎌倉市社会福祉協議会は、

大船地区など9地区社会福祉協議会、大船地区など9地区社会福祉協議会、

一

民生委員児菫

委員、自治会町内会、鎌倉市など関係団体やボラン

ティアの皆様と協働して「みんながつながる､支え合い、

助け合うまちかまくら」を目指しています。

鎌倉市社会福祉協議会では､ここ大船地域においても、

福祉の原点である誰もが住み慣れた地域で安心して

暮らしていただけるよう、伊勢会長をはじめ大船地区

社会福祉協議会の皆様と一緒に活動してまいります。

本年は「卯（うさぎ）年｣。コロナ禍等厳しい社会

状況においても、この－年が大船地区社会福祉協議会に

とって飛躍する年となりますようお祈り申し上げます。

ぐ

◆

F社協だより『おおぶな』は1997年12月1日に第1号が発刊されました。「ふれあいのまちづくり
事業｣のﾓデﾙ地区として､地区社協･自治町内会･民生委員･ニーズ対応チーム(ボランティアセンター）
での取り組みを推進しようとする、まさにそのタイミングでの創刊でした。

座以来25年､今回50号を迎えました｡各号の主な見出しに地域福祉の鉛を辿ってみたいと思います‘
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1999年｜介護保険制度スタートまであと1年！ ： 2008年｜新たな活動を検討しています ：
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年年

大船地区社協が「ふれあいのまち

づくり事業」推進のモデル地区に

介護保険制度スタートまであと1年！

地域の力で豊かな未来を／地域の

拠点としての支所の役割(大船支所長）
新たな活動を検討しています1999年
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ふれあいのまちづくり大船地区

社協の取り組み経過と課題

(モデル3町・見守りチーム／

見守りネットワーク／助っ人会／

ふれあいサロン）

のびのび子育て（第八地区民生委員）

地域福祉講座

「寝たきりにならないために」

鎌倉女子大学大船キャンパス4月

開設／大船まつりイベント企画中

生きがい対応型デイサービス

「ブランチ・大船」がスタート

第2回大船まつり2万人が参加、大盛況

地域福祉懇談会一ボランティア座談会

(自治町内会長・民生委員・ニーズ

対応チーム市社協職員）

(大船地区ボランティアセンター）

ボランティアセンター・リニューアル

オーブン平成20年10月1日スタート

鎌倉市社協研修報告

「地域福祉と個人情報の保護」

東日本大震災救援合同バザーに

参加／私たちにできること

陸前高田を訪問して

(大船地区ボランティアセンター）

第七地区第八地区民児協、相次い

で被災地訪問！宮城県山元町・

宮城県石巻市

子育てサロン紹介

小坂子ども会館オープン

大船地区社会福祉協議会60周年

記念大会

2000年 感謝！大船福祉まつり

(10月24～25日） 1500入超の

来場／大船行政センターに新しい

壁画が完成しました

くまモンを迎えて

第14回大船まつり大盛況

いまいずみ子どもの家オーブン

日赤共同募金奉仕者研修会「かまくら

ささえあえ福祉プラン大船地区懇談会」

災害時に備える「安心カード」を

活用しよう／日赤共同募金奉仕者

研修会｢共生社会の実現を目指して」

協議体とは「大船協議体の検討会

発足について｣(大船地区社協会長）

懇談会「コロナ禍における自治町

内会の活動と課題」 （自町連）
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シリーズとして、町内会や自治会をそれぞれの会長から紹介､全部で様子や利用の仕方などもそれぞれ担当者からお知らせ頂きました。
32回となり一巡したところです。また、3年ごとの改選に伴い「あなた 多様に変化する町の様子や制度、まだまだ多くの情報を地域の皆さま
のまちの民生委員児童委員をお知らせします」と町ごとの担当者と連絡先にお届けしなければならないと思う一方､地域の皆さまの声をお聞きし
をお知らせしています。さらに地区内の地域包括支援センター『ふれあい伝える情報紙として展開していくことが今後の課題だと考えています。

の泉j「きしろj、老人福祉センター｢今泉さわやかセンター」の活動の （北村記）














